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　アリストテレスの場合，熱は自然学の対象領域の一つである月下の世界の物体的諸現象において，
極めて重要な役割を担うものとして捉えられている。月下の物体はおよそ次のようなものと見倣さ
れている。
　あらゆる物体の根底に第一質料がある。これは無限定的なものである。第一質料に四つの原理的
な性質の一対が結びつくことで，四元素が成立している。四つの原理的性質とは熱と冷，乾と湿で
あり，四元素とは火空気水土である。これら四元素は単純物体と言われ，それら単純物体から同質
体（aμ○し○μＥｐｅｃ）が形成されている。同質体が様々集まって異質的な物体を構成してぃぶﾑ生物
体であれば，異質的物体が集まって一つの全体が構成されている。
　熱はこれらの各々の段階で重要な役割を担っている。ところで，同質体及び異質的物体には，生
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命体と非生命体とがある。生命体の様々な営みにおいても熱は重要な役割を担っている。両者にお
いて働く熱はーアリストテレスは明言していないのであるがｰ（ａト面では異なるが，（b）他面
では同じである。
　（ａト面では異なるというのは，（イ）非生命体において働いている熱については，アリストテレスは
自然的な熱（＝生命的な熱etc.)という言い方は決してしていないからである。しかし，生命体に
おいて働いている熱は，自然的な熱，生命的な熱etcと呼ばれており，必然的に働くのみならず。
　　　･゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注2日的々にも動く。非生命体において働く熱は必然的に働くだけである｡。（口）生命体において働く熱は，
栄養摂取的（＝生殖的，生長的）霊魂に支配されて働くのであり，霊魂の側から可能な限り物体的
次元に近づいたものとして，或いは，物体の側から可能な限り霊魂の側に近づいたものとして，霊
魂と物体との媒介的な役割を果たすのであるが，非生命体に’おいて働く熱はそのようなことはない。
Ｈ生命体において働く熱は，その出自を天界,にもっているとアリストテレスは考えているようであ
るが，非生命体において働く熱はそうではない。　　　　1J
　では，（b）どういう点で，生命体において働く熱と非生命体において働く熱とは同じであると言え
るか。執れの熱も無限定的なものを限定し，凝固せしめ，熔かし，乾かし，湿らせ，その他同質体
のもつ諸様態の原因となっている点で同じである。このような働きを必然的な働きというなら，生
命体において働く熱もそのようなことを必然的にするのである。つまり，機械的に働くという点で
は同じである。銅や鉄において働ぐ熱は，限定や凝固を必然的にもたらすように，肉や骨において
働く熱も，限定や凝固を必然的にもたらす。
　したがって，以下の論考において，同質体の成立とその諸様態（以下のⅡ，Ⅲ）までは，熱の作
用はその必然的な働き（機械的な働き）に着目されている。熱の必然的な作用に着目する限りでは，
同質体が生命的なものであれ非生命的なものであれ，差異はないのである。
　n　同質体が成立するまで
　同質体が成立するためには. (i)単純物体が(ii)接触し，接触によって(iii)作用と受作用が成立
し，単純物体が(iv)混合するのでなければならない。
　　（ｉ）単純物体の成立
　月下のあらゆる物体には第一質料が前提されている。第一質料は，物体を離れて独立的に実在し
ているのではない。アリストテレスの場合，物体を論理的に分析七ていくと，最後に出会わざるを
えないものとして，論理的に想定されている無限定的なものである。
　第一質料とは別に，物体において触知されうる諸性質としてわれわれの出会うものにはいろいろ
な反対的性質がある。熱と冷，乾と湿，軽と重，硬と軟，滑と粗etc.である。それら諸性質のう
ち丿イ昨用と受作用するものはどれか，圖もはや他に還元されえない性質はどれか，ということを
規準にして，アリストテレスはより根源的な性質を求める。この凪向の規準は，同質体の形成及
び，あらゆる自然現象を説明するための，一層普遍的原理的なものを求めることを目指して設定さ
れている。この規準に照らしてみるならば，熱と冷，乾と湿という二組の対立性質が残る。これら
四性質は，次に見るように，相互に対をなして第一質料,と結びつき，単純物体を形成している。第
一質料がその字義通り，単純物体の質料であるならば，四性質は形相である。ところで，触知され
る他の諸性質は，それら四性質の何らかの変容か，或いは四性質の作用と受作用によってもたらさ
れる結果である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　これら二組の反対的性質と第一質料の結合によって，四つの単純物体が成立する。二組の反対的
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性質の組み合わせは六通りある。そのうち，相対立したものどうしは結びつかないから，有効な組
み合わせは熱と乾，熱と湿，冷と湿，冷と乾の四通りである。これら組み合わされた性質も，第一
質料と同様，それら自体だけで独立に存在しているのではない。第一質料と同様，それらも触知さ
れる物体を単純物体へ，更に単純物体を要素的なものへと分析する過程で論理的に想定されるもの
である。
　これら四対の性質と第一質料の結びつきで単純物体が形成されている。
第一質料十
熱と乾一火
熱と湿一空気
冷と湿一水
冷と乾一土
このようにして形成されている単純物体も，可触的物体を離れてそれ自体だけで独立的に存在して
いるものではない。可触的物体を構成していると想定される可想体，つまり，論理的にのみ想定さ
れうる物体である。
　では，それら単純物体である火，水などは，われわれが日常出会っている火や水などと同じもの
なのか。また，もし同じものでないとするならば，日常的な火や水などとは別に単純物体としての
火や水などが存在するのか。
　先ず，単純物体と日常的な火や水などとは同じものではない。単純物体は普通四元素と考えられ
ている火，空気，水，土を出発点として，純粋なものとして想定される物体である。丁度，第一質
料や四性質が可触的物体を離れてそれら自体としてあるのではないと同様，単純物体も日常的な火
や水などを離れて存在しているのではない。このことをアリストテレスは次のように言っている。
＜　＞の中を補って読む。「しかしながら，＜われわれの日常出会っている＞火や空気及び上述の
それぞれのものは単純物体ではなくして混合物である。単純物体はそれらと似たものではあるが，
しかし同じものではない。例えば，火に似たものくっまり，単純物体としての火＞は，火的なもの
ではあるが，火ではないし，空気に似たものくつまり，単純物体としての空気＞は，空気のような
ものである。他のものについても同様である。」(De Gen. ｅtＣｏｒｒ.-330'21-25)
　では，日常的な火や水などを通して｡なぜそのような単純物体が想定されなければならなかった
のか。アリストテレスはその理由を述べていない。しかし，その理由はおよそ次のよう七あると考
えられる。鉱物も熱によって熔けるから水であるとアリストテレスは考える。この場合の水はわれ
われの飲料とする経験的な水という極めて限定された枠を越えている。われわれの日常出会う水を
通して，もっとあらゆるものに通用する水，つまり，第一質料プラス冷と湿という根源的な単純物
体としての水が想定されている。普遍的にあらゆる物体に通用する根源的なものであらしめるため
に，単純物体を想定しなければならなかったのであると考えられる。
　単純物体は相互へと生成し合うことが可能である。単純物体に共通的な基体である第一質料があっ
て，例えば火が空気となる場合，両者に共通の第一質料が火における熱と乾のうち，乾から湿へ転
じることによって，熱くて湿ったもの，つまり空気が生成する。このように，単純物体相互の転化
ということと第一質料を認めることとは，一方が認められるならば他方‘も認めなければならない関
係になっている。
　　(ii)接触について
　接触にっいては『生成と消滅について』第１巻第６章で論じられている。ピロポノス，ヨアヒム
を参考にしながら整理しておくと次のようになる。
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　(ａ)存在するものたちのうち，混合(μlEic)するものが接触するのである。またすぐれた意味で，
それらに作用と受作用があるものたちに接触がある。作用と受作用があるためには接触がなければ
ならない。
　(b)接触は，一つの優れた意味での接触との関係で多義的に語られるが，その一つの優れた意味で
の接触は，位置を有っているものについてあり，位置を有っているものは場所のうちにあるので，
接触は場所のうちにあるものについてある。ただし，数学的対象も接触するが，第一義にではない。
なぜなら，接触の定義は｢端が一緒にあること，終端を共にすること｣であり，これは最も抽象的
な一般的定義であって，数学的対象についても妥当するが，優れた意味で位置を有っているものは
自然的物体であり，数学的対象は自然的物体から抽象されたものだからである。
　(ｃ〉以上のようであるとすると，接触するものとは，｢大きさをもった別々のもの，つまり一つに
なっていなくて，固有の面によって取り囲まれており，固有の場所をもっていて，終端を共にして
いるもの｣である。
　(d)しかるに，場所の第一の差異は上方と下方である。なぜなら，前後左右は或る意味では相対的
だからである。しかるに，重さ，軽さをもったものが上方及び下方にある。そして，重さや軽さの
それぞれ，或いは両方をもったもの(したがって物体の原初的な次元では単純物体)が相互に作用
し，作用されることが可能である。したがって，作用し作用されうるもののみが接触しうるもので
あることになる。
　(ｅ)作用と受作用は動かすことと動かされることの一種なのであるが，しかし動かすことと動かさ
れることは，作用と受作用より外延的に広い。作用と受作用は質的運動(&λλｊωoi<:)に関して
である。
　(f)接触には三つの仕方がある。もし二つの物体が最も広義で接触するとすれば,二つの物体によっ
て満たされるべき条件は，(イト方は一方的に動かし，他方は動かされ，前者は後者から反動をこう
むらない場合である。これは例えば，恒星天と月下の世界との関係である。しかし，圖二つの物体
が相互的に，一方が他方に接触するのであれば，つま｡り，厳密な意味で接触するのであれば，お互
いに質的変化をさせ，またさせられるのでなければならない。そして，このことは月下の世界での
　　　　　　　　　　　注9　　　　　　　　　　　　　･j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡み満たされることである。　㈲もう一つは，数学的対象の場合である。数学的対象は，位置をもっ
ているから，つまり場所をもっているから接触する。
　したがって，(口)の意味では，(イ)やＨにおけるものは接触していない。
　結局，すぐれた意味での接触は，位置，つまり場所をもっていて，質的変化において作用し作用
され，作用されるものが作用するものに反作用を及ぼすものにおいて成立する。(イ)の場合は，動
かす方は動かされる方に接触しているのであるが，動かされるものの方から動かすものの方へは接
触していないのだとアリストテレスは言っている。
　　(iii)作用と受作用について
　作用するものと受作用するものが質料を共通にしない場合には，作用するものは受作用者から反
作用をこうむることはない。例えば，欲求の対象が欲求に働きかけたとしても，欲求によって反作
用をこうむらないし，医術が病者に働きかけたとしても，病者から反作用をこうむらない。しかる
に，作用するものと受作用者が質料を共通にする場合には，作用者は受作用者から反作用をこうむ
る。この場合，ピロポノスも言うように，作用者と受作用者の質料が全く同じであるを要しない。
いわば類的に同じであり一つであればよいのである。質料を共通にする場合には，作用者は受作用
者によって反作用をこうむるというこの原則は，以下における熱の作用のすべての相において通用
する基本原則である。
アリストテレス哲学における熱の諸相 (池田)
　次にアリストテレスは，作用と受作用が成立する物体の構造を解明している。
りである。
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その要点は次の通
　(ｲ)或るものＢが或るものＡによって作用を受ける場合，Ｂは可能的にＡのようなものである。例
えばＡがＢを熱くする場合，Ｂは可能的に熱いものでなければならない。(口)そしてこの場合，現実
的にＡの性質であるものが可能的にＡのようなものになりうるＢに接触する時，ＢはＡのようなも
めとなる。この場合，接触は直接的であっても，間接的であっても構わない。間接的である場合に
は，媒介となるもの，例えばＣは，Ａから作用を受け，Ｂに作用するのでなければならない。㈲作
用をこうむるものは或る部分では作用をこうむるが或る部分では作用をこうむらないのではなくし
て，全体が作用をこうむるのであり，それぞれの部分における可能的なものである度合の相違に応
じて，受作用する度合も異なる。目連続的なものの諸部分は相互に作用しない。ジョアキムも言う
ように，受作用するものは，作用するものと，自然的に密着した物体を形成しているような具合
には，一緒になっていないのでなければならない。しかしまた，全くへだたっているものも作用し
ない。したがって，作用するものとされるものとは，相互に分けられてはいるか，しかし，直接的
にせよ，間接的にせよ，接触していなければならない。
　　(iv)混合について
　接触し，作用と受作用が成立する物体は混合するのでなければならない。混合が成立するための
条件は次のようである０　　　　　　　　　　　　　｡　　　1　　　　　　　　●
　(ａ)混合が成立するためには最低二つのものがなければならない。それらを仮りにＡとＢとする。
そして，Ｃを，ＡやＢとは異なったものとする。この場合，混合は，(イ)Ａ十Ｂ＝Ａ十Ｂなのか，
向Ａ十Ｂ＝Ｃなのか，ＨＡ十B = A,または，Ａ十Ｂ＝Ｂなのか。もし混合がこれらのいずれで
もないとするなら，成立しないことになる。ところで，これら(イトりのいずれも混合ではないので，
混合ということは成立しないと主張する人々がいる。アリストテレスはその困難を可能態と現実態
という原理の導入によって解く。つまり，ＡとＢとは，Ｃのうちで，可能的には混合以前のＡとＢ
とに戻りうるものとして，存在しているが，現実的にはＣとしてある。可能的にはＡもＢも存続し
乍ら，現実的にはＡもＢも存続しないで，Ｃとなることによって混合は成立する。
　(b)アリストテレスの混合説は，結局次のようにまとめられる。(イ)Ａ十Ｂ＝Ｃなのであるが，Ｃは
可能的にはＡとＢへ再び分けられうるのでなければならない。したがって，ＡとＢの能力はＣにお
いて保存されているのでなければならない。(口)混合物であるＣは同質体でなければならない。Ｈ
そういう混合が成立するためには, A, Bは相互に作用し作用されるのでなければならない。この
ためには，ＡとＢは同じ質料をもち，相反対の性質をもっているものでなければならない。しか
し，同じ質料をもっているものであれば，すべて混合するというわけではない。例えば，木と石と
は混合しない。では同じ質料をもったもののうち，どういうものが混合するのか。ＡもＢも容易に
分割されうるものでなければならないし，限定され易いものでなければならない。また，両者Ａ，
Ｂの量も能力もあまり違わないのでなければならない。｡さもなければ，一方は他方の中へ消滅して
しまう。ＡとＢの量と能力があまり違わない場合にはごそれぞれ自分の本性を失なうことなく，相
互に他方と折り合い，いわば中間的なものが成立する。
　(ｃ)ＡとＢは再び分離されうるものとして，Ｃの中に可能的にあり，また，ＡとＢは接触，相互作
用によってＣとなるのであるから，これは，単純物体の相互転化，火・-一一・空気一木・一一一一・土
－一一・火というような転化とは異なる。したがって，混合説の目指しているのは，単純物体からの
同質体の生成と，同質体から単純物体への解体である。
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　　（ｖ）同質体の成立
　同質体ということによってアリストテレスが考えているのは，動物や植物における骨，肉，髪，
血管，樹皮及び，鉱物である金や青銅，鉛，鉄などである。では同質体はどのようにして形成され
るのか。
　アリストテレスは，冷たいものと熱いもの，或いは土と火から肉が成立する場合を例にあげて次
のように言っている。＜　＞の中を補いながら読む。「なぜなら，もし肉が冷たいものと熱いもの
＜或いは土と火＞から成っていて，両者のいずれでもなく，また，両者がそのまま保存されている
ような合成でもないとするなら，両者から生じて来るものは，＜両者に共通の＞質料であるという
ことのほか，何も残らないからである。」（Ｄｅ Gen. ｅtＣｏｒｒ.334''4-7)
　ここでは，すでに述べられた混合の成立する条件を念頭に置いでアリストテレスは語ってい･るの
である。冷たいものをＡ，熱いものをＢとする場合，肉が生じるのは，（1）Ａ十Ｂ＝Ａ，或いは，
Ａ十Ｂ＝Ｂというように，一方が滅んで他方のものになってしまうのでもなく, (2)A十Ｂ＝Ａ十
Ｂというように両者がそのまま存続する仕方でもないとするなら,l残る可能性としては. (3)A十Ｂ＝
ＡとＢとに共通する第一質料への解消，しか残らないというわけである。
　しかるに. (3)の仕方でも同質体である肉は生じない。では，肉或いは丿投に同質体はどのように
して生じるのか。これに対してアリストテレスは次のように答える。「ところで，熱いもの，冷た
いものにも程度の差があるので，いずれか一方が端的に現実的にある場合には，他方は可能的に存
在していることになるだろう。しかし，いずれか一方が完全な仕方であるのではなくして，混合さ
れる要素たちが相互の過剰を相殺するために，熱いものとしては冷たく，冷たいものとしては熱い
ものが生じる場合には，質料が生じるのでもなく，かの反対な熱いものと冷たいものたちのいずれ
かが端的に現実的に生じるのでもなくして，両者の中間のものが生じることになろう。そして，そ
の中間のものは，可能的には冷たくあるよりは，熱くある，或いはその逆であるという在り方に応
じて，可能的には冷たいよりは二倍熱いとか三倍熱い，或い,はその他このような仕方で熱いのであ
る。」(Ibid. 334'8-16)
　この引用文では，先の引用文中から取り出しておいた（1）と（3）が同質体の成立ではないとして否定
され, (2)については言及されていないがｰなぜなら, (2)は混合ではなくして合成( avu８ｅｏｉｃ）
だからである一否定されている。そして，この引用文全体では，同質体の成立する場合として，
先に混合として言われたＡ十Ｂ＝Ｃが考えられている。
　ＡとＢの量や作用力が近似している場合には，相互の過剰を相殺するために熱いものとしては冷
たく，冷たいものとしては熱いもの，つまり中間的なものが成立し，それが同質体である。それぞ
れの同質体においては，「冷たいよりは二倍熱いとか三倍熱いetc.」という具合になっている。
　では，そういう状態はどういうことなのか。これは極めて理解しにくい状態であるが，仮にジョ
アキムの見解を借りておくと次のようである。「中間のものはその熱くしたり冷たくしたりする能
力を異なった割合で示す。このようにして例えば，或る一つの中間のものにおいては，熱くする能
力はその冷たくする能力の二倍であり，他の中間のものにおいては，熱くする能力は冷たくする能
力の三倍である。また，他の中間のものは二分の一，三分の一であったりする。」また，ウィリ
アムズは，或る人における独語の能力はロシア語の能力,の二倍であるというような例を以って説明
しようとしている。
　このように，Ａ十Ｂ＝Ｃという仕方で形成された同質体は，ＡとＢに解体される可能性をもって
いる。このことをアリストテレスは次のように言う。＜　＞を補いながら読む。「実際，反対的諸
性質<i.e.熱，冷，乾，湿＞或いは諸元素<i.e.四つめ単純物体＞が混合されて，他のものたちくi.
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e｡同質体＞はそれらから成立している。そして，諸元素は質料<i.e.第一質料＞が可能的にあるよ
うな仕方においてではなしに，すでに語られたような仕方で，可能的にあるかのものたち<i.e.同
質体＞から生じて来るのであゑ。」(/6id. 334'16-19)傍点を付けた「かのものたち」は傍線を付
けた「他のものたち」を指す。　なぜなら，すでに混合の成立する条件の所でわれわれも述べたよ
うに，Ａ十Ｂ＝Ｃとして同質体が成立した場合，ＣはまたＡとＢへ解体される可能性のあるもので
なければならぬからである。そしてＣがもっているその可能性は，第一質がＡやＢになりうる可能
性とは異なった可能性なのである。
　同質体，例えば肉が二種類の単純物体である熱いもの（火）と冷たいもの（土）からどのように
して成立するのかをアリストテレスに沿って見て来た。二種類以上の単純物体から成るものについ
ても同様である。
　ところで，ここに二つの疑問点が残る。
　その一つは，同質体の成立を問題として，なぜアリストテレスは,’「どのようにして或るもの
<i.e.同質体，例えば肉＞が両者，例えば冷たいものと熱いもの，或いは火と土から成るのか」
(Ibid. 334"3-4)という問い方をするのか。なぜ下線の部分を「火と土，或いは冷たいものと熱い
もの」と言うことによって，単純物体である土と火に力点を置かないで，下線部のように言うこと
によって，熱と冷に力点を置いているのか。熱と冷に力点が置かれていることは，上の幾つかの引
用文において，常に熱と冷への言及がなされていることによっても明らかである。また，なぜ同質
体の成立において，乾や湿には直接言及されていないのか。
　その理由は，同質体を構成する単純物体の作用力に着目されているからである。単純物体として
の火や土から同質体が成立する場合，火は熱と乾，土は冷と乾という性質をもっている。しかし，
作用力は熱と冷にあるとするのがアリストテレスの根本的な考え方である。乾と湿は受作用者であ
る。したがって例えば，肉は単純物体としての土と火から成り，土は冷々乾，火は熱と乾から成る
としても，論述の簡素化と作用力への着目とによって，下線部のような仕方で問いを出し，且つ，
湿や乾という対立的性質は省略されているのである。したがって，同質体が成立する場合，当然，
湿と乾も中間状態にもたらされるのでなければならない。
　では，それぞれ異なった同質体において，熱冷乾湿はどのように異なるのか。これが二つ目の疑
問である。肉におけるそれらと骨におけるそれらはどのように異なるのか。これについてアリスト
テレスは具体的には答えていない。ただし，ジョアキムも言いように，異なった同質体におけるそ
れらは，比較可能（（7乙･μβλrita)だという意識がアリストテレスにはあったようである。
　Ⅲ　熱の必然的な働きとその働きのもたらす諸様態
　生物，無生物を問わず，一般に熱と冷の必然的な働きについて，主として『気象論』第４巻を中
心に見ておくことにする。そこでは同質体の形成もしくは同質体において働く作用力を，熱と冷に
着目してアリストテレスは捉えている。
　第一質料と共に四つの単純物体を構成する反対的諸性質のうち，熱と冷は作用者の側に，乾と湿
は受作用者の側に入れられる。そして，冷は作用者の側に入れられるとはいえ，熱の不足，欠如と
して捉えられるので，冷の働きは熱の欠如という仕方で，作用者は最終的に熱に還元されることに
なる。
　同書第４巻における熱及び熱の欠如としての冷にっいてのアリストテレスの記述はかなり錯綜し
ているが，次の引用文に圧縮されていると思われる。それを手がかりに，他から補いながら，熱と
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冷の作用についてまとめておきたい。尚，熱と冷の必然的で基本的な作用については，以下，下線
を付けておく。
　「四つの反対的性質のうち，熱（1:b　ｄｅａμ＆）と冷（泌φ吃ρ＆ﾉ）の二つは作用するものであり，
乾と湿の二つは受作用するものである。これらのことの確信は帰納によって得られる。なぜなら，
あらゆる場合において，熱（ｅ印μＯＴＴＩＣ）と冷（φＵＸＰＯＸＴＩＣ）は湿らせたり，乾か,したり，硬くし
たり軟かくしたりすることによって，同類のものたちや同類でないものたちを限定し，結びつけ
　（ａμ妬。vaai)変化させるからである。乾いたものや湿ったものは，それら自らも，また両者の
，共同で成立してぃゑ限りの物体にしても，限定されているのであり，また上述の諸様態をこうむっ
　ているのである。」
　作用者である熱と冷のうち，熱は同類のものを結びつけ( oyﾌ■Kpiv。1ﾉ），したがって同類でない
　ものを排除する。冷は同類のものも同類でないものも同じように結びつける（Ｄｅ Ｇｅｎ，ｅtＣｏｒｒ，
　329'26-30)。
　湿ったものは他のものによ･つて容易に限定されるものでありながら，自らの限定のうちにはとど
　まりにくく，乾いたものは他のものによって限定されにくいもので･ありながら，自らの限定のうち
　にとどまり易いものである（Ibid.329'30-32)。湿ったもめは他のものによって限定され易く，乾
　いたものは他のものによって限定されにくいので，湿ったものは乾いたものにとって，限定される
　ことの原因をなしている。したがって，限定されている物体は両者から成っているのであり，それ
　ぞれ一方は他方に対して，にかわのような役割を果たしている（Ｍｅtｅｏｒ.381" 29-382‘ 2）。
　諸物体の受動的始源は湿と乾であり，他の諸様態はこれらの混合したものであって，いずれが多
　いかということによって，本性の点でも，その他多い方の部類に入ることになる(Ibid. SSI'24-
　26）。
　四つの単純物体のうち，土の特質は冷と乾のうち，乾にあり，水の特質は冷と湿のうち，湿にあ
　る。それゆえ，月下界の限定されている物体はすべて，土と水から成っているのでなければならな
　い(Ibid｡382-3-5)。実際アリストテレスは，同質体のうち，どのようなものが水の部類に入り，
　どのようなものが土の部類に入るか，また，どのようなものが水と土から成るものの部類に入るか
　を，『気象論』第４巻第10, 11章で説明している。
　主として，水や土に代表される湿ったものや乾いたものを，･熱と/冷は諸物体に構成すべく限定す
　るのでなければならない。では，どのようにして限定するのか。濃くしたり（παχ加。Γα）凝固
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　-させたり（πriri'WTa )してである（乃㎡｡384"25)。ものが凝固させられたり硬くされたりするの
は，熱が湿ったものを乾かしたり，冷か熱を押し出したりすることによってである(Ibid. 385"22-
26）。乾かされることと反対の湿らされることには二つの仕方がある。一つは蒸発物などが冷で凝
固して水となることであり，一つは凝固したものが熔（溶）けることである（lb吐382' 28)。湿の
不在で凝固し固くなったものは溶かされる。例えば炭酸ソーダや塩である。しかるに，熱の欠如で
凝固したものは熱で熔かされる。例えば氷，青銅，鉛などである（lb吐385･ 27 fO。
　　　　　-このようにして，熱と冷の必然的，基本的作用は，限定，凝固，熔解，濃化，乾かし，湿らせで
ある。そして，乾と湿は受動的始源であり，他の触知されうる諸様態は乾と湿に由来する。
　触知されうる他の諸様態
　　（ｉ）硬　と　軟
　物体的諸様態のうち，限定されているものには，硬さ或いは軟かさが第一のものとして属してい
なければならない。というのは，湿ったものと乾いた句のから成っているものは，硬いか軟かいか
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でなければならないからである(Ibid. 382"8－ｎ)。軟は湿ったものに属する性質である。という
のは，軟かいものは位置をかえないで，自らへとへこむからである。位置をかえるものは湿ったも
のである。それ故また，湿ったものが軟かいのではなく，軟かいものが湿ったものである。しかる
に，硬は乾いたものの性質である。(De Ｇｅｎ，ｅtＣｏｒｒ.330‘8－11)。
　　(ii)微細と粗
　万遍なく行き亘ることは湿ったものに属することであり，微細なものは万遍なく行き亘るので，
微細は湿ったものに属する性質であり，粗は乾いたものに属する性質である(Ibid. 329''32ff)。
　　(iii)脆　と　粘
　完全に乾いているものは脆い。湿り気の欠如によって固くなるからである(ﾉろid. 330‘6－7)。湿っ
たもの或いは軟かいものであって,引き伸ばされうるものが粘るものである(Meteor. 387'11-12)。
　　(iv)その他の諸様態
　このほか，同質体の示す様々な様態，例えば刻印されうる( dXaazbv),刻印されえない(M-
ａ(Jてｏｖ），造形性に富む（πλaazbv),造形性に富まない（ａπλａ(yてｏｖ) etc.の諸様態が『気象論』
第４巻第８～９章で述べられている。それら諸様態は直接的には熱と冷の作用へ結びつけられてい
ないにせよ，硬軟，凝固，熔解，濃化，乾と湿との関連で熱と冷の作用に起因するとアリストテレ
スは考えている。そのことは，次のように明言されている。「ところでこのような諸部分＜i.ｅ.同
質体＞は熱と冷によって凝固せしめられるので，熱と冷及びこれらによる諸運動によって生じるこ
とができるのである。私の言うのは，同質体である限りのもの，例えば肉や骨，髪，腱及びこれら
に類するものである。というのは,これらすべては前に言われた諸々の差異,つまり,張り（てａｏtｃ），
伸び，砕け，硬さと軟かさ及び他のこれらに類したことで異なるからである。そして，これらは熱
と冷及び両者の運動が混合したものによって生じるのである。」(Ibid. 390'2ff)
　　（ｖ）･固有の熱
　「熱と冷は濃くしたり凝固させたりして自分たちの仕事を行なっているのである。これら熱と冷
とによって作られるということの故に，すべての物体には熱が内在しており，熱を欠いている限り
において，或るものたちには冷か内在しているのである。したがって，熱と冷は作用するというこ
との故に＜物体に＞あり，湿と乾とは受作用するということの故に＜物体に＞あるので，合成体は
すべてこれらに与かっているのである。」（lbid，384｀25－30）・
　このこと，つまりすべてのものの内には作用者である熱と冷，受作用者である乾と湿かあるとい
うことは大切である。とりわけ熱の場合,個々のも｡のに内在する熱は固有の熱（ｏｌｉｃｅtａ叫)μi6t77C)
といわれる。固有の熱は，たとえわれわれの感覚にとって冷たいと感じられるものにも内在してい
るのである。例えばさわってみて冷たいとしても，それが熱によって固められたものである限り，
自らの固有の熱でその固形を維持している。
　そのような固有の熱は，生命体において霊魂の支配に服するもの，霊魂の道具としてある場合に
は，自然的な熱，生命的な熱etc.と呼ばれる。このことに関しては後程触れる。
　必然的に働く限りにおいて，熱は（そして熱の欠如としての冷も）凝固，限定，濃化，熔解，乾
かし，湿らせとして，生命体においてにせよ非生命体においてにせよ，同質体や同質体相互の間で
働いている。それは固有の熱である。同質体の示す他の諸様態は乾と湿の属性であり，結局，物体
の示す触知されうる諸様態は熱の作用に由来する。
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　そのような必然的に働く熱は，火という言葉で置き換えられる。例えば「気象論」第４巻第10章
388｀26－389‘9においては，それ以前の箇所で熱と言われて来たものが，火という言葉に何回か置
き換えられている。或いは同書382'31-383‘4, 383*6-13, 383''18-19参照。
IＶ調理（π1ΨIS）と未調理（臨EΨla）における熱め作用について
　同質体の形成においては，肉や骨，髪etc.も鉄や銅ｅtC.も限定や凝固etc.及び乾と湿の属性で
ある硬軟etc.という観点から見られる限り，熱とその欠如としての冷の作用によるのであり，そ
の場合の熱は火と置き換えられることを上に見てきた。
　しかし，生命体において霊魂の支配の下に働く熱はそのまま火とは置き換えられないのである。
このことは，調理と未調理の場合明らかになる。では，どういう違いがあるのか。その相違を指摘
する前に，調理と未調理について，アリストテレスの言うことを聞こう。
　調理にはその種として（イ）熟し（πｔｎａｖai＜：），（口〉煮（gφぱ），回焼き（○πてｍｏtｅ）があり，調
理とは反対の未調理にはその種として（イ）未熟（山μ○て7?C), (口）生煮え（μ6λ9c7ば），㈲焼きに反
対の無名のもの，がある。
　「熟し」は果物の外皮につつまれた栄養分の調理である。調理は完成することなので，果物の外
皮のうちにあるたね（（ｙπｅｐμaza)が｡自分と同じような別のものを完成することができるとき，
熟しは完全である（Ibid, a80 ･11-15)。熟しは自然的な熱ih 9呵心(ｃｒi６ｅｐμＯＴＴＩＣ,　１:69ひＯＬＫＯＶ
ｅｅｐμ６）による，湿ったものの調理であり限定であ名。そして，果物以外のものについても転意
によって言われる。例えば腫れものや体内の粘液についても言われる。熟しによって一般に，薄い
ものから濃いものが，例えば空気的なものから水的なものが，また水的なものから土的なものが生
じる。
　「未熟」とは果物における栄養分の未調理であり，熟しに反対であり，未限定未完成な湿であり，
自然的な熱の不足の故に生じる(/bid. 380" 27-33)。したがって未熟の原因は冷である。熟しと同
様，未熟も転意によって様々なものについて言われる。例えば尿や排池物，鼻汁，乳なども自然的
な熱の不足によって固められていない場合，未熟といわれる。
　　　　　　　　注ｚ4「煮」は湿った熱による，湿ったものの内に含まれている無限定なものの調理（lb吐380'13-14)
　　　ゝ　　　　　　　　　　●　●　●　●　●　　　　　　　　　　　注25である。煮の場合には，外からの熱一火と換置可能-による。尚，アリストテレスは，身体
における栄養分の調理・消化は煮に似ているとしている（Ibid.381" 7-9)。なぜならその調理・消
化は身体の熱によって，湿った熱いものの中で行なわれるからである。
　「生煮え」は，まわりの湿ったものの内にある熱の不足の故に，物体の内にある無限定なものの
未調理である(/6ui. 381" 13-15)。煮が外からの熱による調理であるなら，生煮えは外からの熱に
よる未調理であり，身体における栄養分の調理・消化が煮に類比的なら，その未調理・未消化は生
煮えに類比的である。
　「焼き」は乾いた外からの熱による調理である（乃?｡381'23-24)。我々の体内で骨を形成する
ことは焼きに類比的である。
　「焼きに反対の無名のもの」は，外の熱が少ないことにより，或いは焼かれる,ものにおける水分
の過多により，調理できぬことである(/6id. 381'14-16)。
　では，自らのうちに上述のものを種として含む「調理」と「未調理」はどのように規定されてい
るか。
　「調理とは，自然的熱，つまり，＜個々のものに＞固有の熱によっで，それと反対の受動的諸能
力からもたらされる完成である。そして，受動的諸能力とは個々のものにとっての固有の質料のこ
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とである。」(Ibid｡379'18-20)例えば「動物の場合，自然的な，つまり固有の熱を通して栄養摂
取的な霊魂による栄養分の完成が調理であり,･その場合，可能的に栄養分であるものが，現実的に
栄養分となることである。しかしまた，他忠場合も，調理は完成させられるものたちにとって，そ
れらの内にある固有の熱によって生じる。」
　「未調理は固有の熱の不足による未完成のことである。」（Ibid.380‘6-&)
　このように，調理と未調理は，そのものの内にある固有の熱なり，自然的な熱という概念を以っ
て定義されている。しかし，調理の種である焼きと煮え及び未調理の種である焼きに反対のものと
生煮えは火と置き換えられる外からの熱によって定義されている。しかしまた，焼きと煮えはー
したがってまた，焼きに反対のものも，生煮えも一生命体についても類比的に語られるとされ
ている。
　このことによっ七，調理と未調理及びそれらの種については，生命体において働く自然的ないし
固有の熱と，非生命体において働く外的な熱一火と換置可能-とが錯綜していること，しか
しまた，全体としては，調理と未調理及びそれらの種である熟しと未熟に働く熱は，自然的｀な熱，
固有の熱と呼ばれ，生命体において働く熱として捉えられていることがわかる。では，自然的な熱
とはどのような熱なのか。
Ｖ　自然的な熱（生命的な熱）について
　　　　　　注28自然的な熱は固有の熱とも言われる。この熱は，よそからの外的な熱に対して言われる。たまた
ま火が石を熱くするからといって，そのような火の熱は｡アリストテレスにおいて決して自然的な
熱とは言われない。彼が自然的な熱と言っている箇所を調べてみればわかることであるが，その熱
は，生命において完成を目指した，目的々に働く熱のことを指しているからである。「自然的な熱」
　●　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２９の自然的ということによって，自然（９ｕｏtｃ）についてのアリストテレスの考えがそこに反映さ
れている。
　では自然的な熱とそうではない外的な熱との違いはどこにあるのか。前者は栄養摂取的な霊魂
（伽επ1:c岫φぶ1｀）に支えられて働く熱であるのに対して，後者はそうではないという点にある。
栄養摂取的な霊魂はまた，観点を変えれば，生殖的霊魂（ｍﾉ切乱岫如屈），生長的霊魂（α&ξ｡
71てtｌＣＴ)φり罰）とも言われる。自然的な熱は生体において，栄養摂取，生殖，生長という目的や
方向をもった仕方で，道具として働く。
自然的な熱は固有の熱と呼ばれるほかに、生命的な熱（
;う叫
ζω1:ｔ岫ｅｅｐμorncで霊魂的な熱（如Ｘ-
七れっきの熱( eu^vzoi･θερμ6Γηｃ「岫叫
本性のうちにある熱(h Iv TT] 9'uaeιθ印μ6zri<:),生れっきの自然的な熱(必μり1:ｏｃ ｅｅｐμＯＴＴＩＣ
りａ幼で固有の自然的な祭;(ｏｉＫｚia ，c＆。zａｚａ　９ｕｏt。θ印μ＆ηJ36などと言われる。
　このように様々に表現される熱は，霊魂に支えられ，その道具として目的々に働くと･いうことを
はずして捉えられるなら，ものを限定し，凝固せしめ，熔かし，乾かし，湿らせる熱であり，非生
命体において働く熱と同様な作用をするのである。したがってまた，上記のように様々に言われる
熱は，時として，自然的な火（りCTi/Cふcπ恥r内的な火( TO euzo<:π5py８などと呼ばれもす
るのである。
　VI　生体，とくに動物体において熱はいかなる役割を司るか　　　　　’‘
　生体において熱は栄養摂取的霊魂の道具として目的々に働く。アリストテレスはこのことを次の
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ように言っている。「栄養摂取的な霊魂の能力も，丁度熱と冷とをいわば道具として用いて，動物
そのものや植物そのものにおいて,後に栄養分から生長をなざしめるように……」（Ｄｅ Ｇｅ几，Ａｎｉｍ，
740'29-34)。また，生命体における熱は必然的に働くと同時に，目的々に働くことを次のように
述べている。「冷却は熱の欠如である。自然はそれら＜熱と冷の＞両方を用いるのであるが，これ
ら両者は或るものをこれと作し，或るものをこれと作す能力を必然的にもっている。しかるに，胎
児において生じるものの場合，それらの一方は冷やし，他方が熱くするのは，何かの為なのであり，
諸部分の各々が生じるのも何かのためなのである。それら冷と熱が肉をこ｡のように軟かいものとす
るのは，一方では必然的であり，他方では何かの為なのである。」（Ibid.743" 36-'5, Cf. 772"22
－25）
　　（ｉ）自然的な熱は火と類比的に論じられはするか，両者は換置されえない
　自然的な熱，生命的な熱は火と類比的に捉えられている。幾つかの箇所を指摘しておく。，
　De Gen. Anim. 767‘13-23 :　　雄に由来する精液の熱はあまりに多すぎると，月経液の湿を
乾かし，少なすぎると固まらせない。このことが，火が多すぎると料理をこがし，少なすぎると煮
ない場合にたとえわれている。全く同様のことが, Ibid. 772･10-17においても言われている。
　Ibid. 143-31-36:　　「精的過剰物のうちには，熱が個々の諸部分に適合するだけの運動と現実
活動をもって内在しているのである。その熱が不足したり超過して｡いたりする分に応じて，生じて
来るものを劣ったものとして，或いは片輪のものとしで仕上げることになる。それは丁度，く子宮
の＞外で煮ることを通して食物のうま味や他の効能を目あてにして形成されるものの場合に似てい
る。しかるに，ひとりでに生じるものの場合には，時節の熱と動きが原因である。」この箇所では，
生命的な熱と季節の熱，火が類比的に捉えられている。　　　　　　づ
　このほかに，アリストテレスの生物学的著作のいたる所で火の作用が生命的な熱の作用と類比的
に捉えられている。
　’しかし，火はむしろ生命と対立するものであり，生命を滅ぼすものである。「それ故，火はいか
なる動物も生まぬのであり，また，乾いたものの内であれ／湿ったものの内であれ，火化されたも
ののうちではいかなる動物も生成しないのである。……ところで，動物の内にある火でもないし，
火からその始源を得ているのでもないことは以上から明らかである。」（Ｄｅ Ｇｅｎ.，Ａｎｉｍ.73T1-7,
Cf. I:)ｅ　Ｇｅｎ，ｅtＣｏｒｒ.330" 30)
　したがって，すでに調理，来調理について述べた所で語られたように，生命的な熱は外的な火と
類比的に語られはするが，火と置き換えられることは決してない。
　（ii）生命的な熱の働きの例と，その熱による諸問題の解決
生体における様々な現象を熱の作用で説明し，また様々な問題をアリストテレスは解いている。
　　　(Ａ)身体との関係で
　(ａ)有血動物の身体の各部分の成立を調理された血液として説明(Ｄｅ Gen.ＡＲｉｍ.，726'5-7)
　(b〉性の決定を基本的には雄の性殖液の熱が雌の月経液を調理し支配するか否かで説明(Ibid. 765"
6ff)
　(ｃ)女の女たるゆえんを，その本性が冷たいことによって，最後的な栄養分から精液を調理できな
いことで説明(lb砥.728^18－21)　　　　　　　　　･･
　(d)自体内にも体外にも胎生，自体内に卵生で体外に胎生,'完全な卵を体外に卵生，不完全な卵を
体外に卵生，姐生という五つの出産形態を動物体の熱と冷，乾と湿の組み合わせで説明(Ibid. 732' .
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30-733' 16)
　(ｅ汗が男か女か，その他の点でも父親に似るか母親に似るか，或いは先祖に似るか否かの問題を，
男に由来する生殖液の熱で説明(Ibid. 16T36-769'10)
　(f)月経液を未調理の精液として説明(Ibid. 774‘2, 738‘9-16, 726'30-727‘2)
　(g)老年期には精液が少ない理由を熱の不足による栄養分の未調理として説明(/bid. 725" 19-22)
　(h)動物における体の大きさを運動量及び熱との関係で説明(Ibid. 732' 18 －20，Ｄｅ Ｐａｒt，Ａｎｉｍ.
697‘26ff)
　(i)ラバが子を産まない理由をその本性の冷たさで説明(Ibid. 748‘14)
　田脳髄が存在する理由を心臓にある純粋な熱で説明(Ibi／i.743' 27 － 744" 29)
　(k)人間の女は男より早熟であることを熱の不足で説明(Ibid. 775‘9－20)
　田軟殻類や殻皮類が殻をもっている理由を熱の不足で説明(Ｄｅ Ｐａｒt.Anim. 654'3-8)
　㈲精密な感覚器官が頭部にある理由を熱との関係で説明(Ibid.656-37-656'7)
　(ｎ)横隔膜のある理由を熱との関係で説明(Ibid. 672''14ff)
　このほか，主として『動物発生論』，『動物部分論』において，凡ゆる種類の動物体における諸現
象や様々な問題を生命的な熱という観点から解明している．また，生命的な熱は栄養摂取的霊魂に
関係する限りにおいて，植物における諸現象や問題も，その熱で説明されるとアリストテレスは考
えている．
　　　〔Ｂ〕動物の身体に伴なう現象との関係で
　(ａ難眠(Ｐａｒ. Na£.456'17-28) {hW (Ibid.461'8-30) (c)長命と短命(/6id.465-7-10, 466'
16-22, 474'25-475‘3)(d)老年(Ibid. 466" 29ff ,469' 21-470‘15) (e)死(Ibid.478'31-33) (f)枯
(乃id. 470'19-470" 1) (g)呼吸(Ibid.480-16-'20) (h)人間が直立している理由iDePaΓ£. Anim.
653‘30－32)
　これらの場合，熱は調理，完成，生成に関連づけられて，いわば正として捉えられ，冷は未調理，
未完成，片輪，老い，無力などの，いわば負として捉えられている．
　Ⅶ　太陽の熱，季節の熱，環境の熱について
　自然的な熱は固有の熱，生れっきの熱などと言われることからもわかるように，個々の生体に内
在している熱である。この熱は当然身体の各部分にも内在していると考えられており，例えば，胃
の熱(Ｄｅ Ｐａｒt.Ａｎｉｍ.674'29)子宮の熱(Ｄｅ Gen. Å?ｍ.739｀9－10)などと言われる。自然的
な熱はこのように生体の全体にも部分にも内在していて，栄養摂取的霊魂の道具として目的々に働
く。その限りでまた，火と類比的にも論じられた。
　他方，火ではないし，また個々の生体に内在している熱でもないが，自然な熱の補助として働く
熱がある。アリストテレスはそれを太陽の熱，環境の熱，月の熱などと見倣している。
　その幾つかの例を示すとｰ(ａ)魚類は時節(copa)によってすでに調理されている精液を出す
(Ｄｅ Gen.ＡｎｉｆＲ.　718‘7)。(b)dﾋ風の吹くときの方が雌も雄も体が流動的になるので，雌を産み易い。
また暦の月の終りの方が月光熱の不足により体が流動的になる。また，生れて来る動物が雌か雄か
は，北を向いて交尾したか南を向いてしたかによって左右される(乃?｡766''34ff)。(ｃ)ひとりでに
発生するものの場合では，時節の働きと動きが，発生に適切な熱の原因である(Ibidコ43‘35－36)。
　lさて，単純物体から同質体が形成される過程で，或いは同質体相互の間で，熱が限定や凝固etc.
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をなさしめる必然的に働くものとして論じられている段階では，自然的な熱或いは生命的な熱etc.
とは呼ばれなかった。しかし，調理について考察される段階で自然的な熱ということがはじめて言
われている。したがって，自然的な熱は必然的或いは機械的に働く熱とは区別されなければならな
い。後者は火と換置されるが，前者は火と類比的に述べられるにせよ，火とは換置されない。火の
中には生命は生じないのに，自然的な熱は生命的熱とも呼ばれるように，生命と密接な関係をもっ
ているからである。
　では，その熱はどこに由来するのか(IXの(Ｖ)で答えられる)。このことに答えるために，次に，
生来の気息，即ち生来のプネウマ( o()ii<fuv・νπveuua)について考察しなければならない。
　vin　生来のプネウマについて一空気との類比或いは親近性一
　調理や来調理のそれぞれの種において，自的な熱が火と類比的に捉えられているように，生来の
プネウマは空気と類比的に捉えられている。また自然的な熱（＝生命的な熱）が必μ？ひてｏｃ　ｄｔｐμ-
ｏてｎｃ，　ｅμ９ひてoc:　Ｑｅｌ
･･JZOUπueu/iaとも呼ばれ芯。
　生命的な熱がものを限定し，凝固せしめetc.という点で見られる限り，火と類比的に捉えられ
るのと同様，生来のプネウマもそういう必然的な働きをするものと見られる限り，空気と類比的に
論じられる。例えば，「或る種の動物は陸棲であるがゆえに肺をもっている。なぜなら，体熱くi.e.
生命的な熱＞にとっては冷却が生じなければならない,からである。そして，有血動物は外からその
冷却を必要とするからである。……しかし無血動物は生来のプネウマでもって冷やされうるのであ
る。また，外からの場合には水または空気でもって冷やされるのでなければならない。」（Ｐａｒt｡
　　　　　　　　　　　　　　　　-^/lim. 668'34-669" 3)
　また，或る種の昆虫がぶんぶん音をたてる原因を，われわれが力を出すのに息を溜めることにな
ぞられて，アリストテレスは次のように言っている。「息<i.e.空気＞を溜めることが力を出させ
るので，息を外から取り入れる動物にとっては，そのような息の保持が，また呼吸しない動物にとっ
　　　　ーては，生来のプネウマが力を出させるのである。」（Ｐａｒ lvａ£｡456"16-18)。
　生来のプネウマはこのように空気と類比的に論じられるが，しかしまた，空気との境界がわから
ぬ程に密接な関係をもって見られている。例えば，『動物発生論』第２巻第２章で，生殖液の構成
要素は何かが問題とされている。生殖液は熱い体内から出た時は濃くて白いが，冷えるとその状態
も色も水のようになる。そして霜の中に置かれても固まらず，また熱くされても乳のようには固ま
らない。したがって生殖液は水或いは土，或いは水と土から成っているとすることには困難がある。
そこでアリストテレスは次のように言う。「それとも，われわれはありうることのすべてを区別し
てしまってはいないのであろうか。というのは，水と土から成っている液体だけが熱によって濃く
なるのではなくして，水と息< Twevaa =空気＞から成っているものも濃くなるからである。例
えば泡よりも濃く，またより白くなるのである。そして小泡（πcHi<poXor。C･）がより少さく，それ
と分らないものであればある程，その塊はより白く，より固形のものに見えるのである。オリーブ
油も同じ有り様を呈する。というのは，息と混ぜられたら濃くなるからである。それ故，白くなっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ーたオリーブ油は，より濃くなっているのである。オリーブ油に内在している水が熱によって分離さ
れて息となるからである。………また水そのものもオリーブ油と混ぜられると濃くなり，白くなる。
　　一攬絆によって息が閉じ込められ，また，オリーブ油そめものも沢山の息を含んでいるからである。　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
なぜなら，油性のものは土から成るのでも水から成るのでもなくて，息から成っているからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－だから水に浮くのである。というのは，丁度器の中にあるように，油性のものの中には空気があっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ
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て，その油性のものを上方へ行かせ，浮くようにし，軽いことの原因となっているからである。･･･…
これらの原因によって，生殖液も体内から出る時には，体内の熱によって熱い息を沢山もっている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ
ので固まっていて白いのであるが，体外へ出て熱を放出し，空気が冷やされると，水っぽく黒色に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ
なるのである。 ･･…･さて，生殖液は息と水の混合物であり，息は熱い空気である。‥………し力迂。
　　　　　　　　　　　－　　　　　　一
生殖液が濃くて白いのは息が混じっているためなのである。｣(Ｄｅ Ｇｅｎ.Ａｎｉｉｒi.735'7-736‘9)
　　　　　　　－
　ここに下線を付けて，息，空気，熱い息，熱い空気と訳した語は｡順にnvEvaa, ahρ,πＪ一
μａ　９ｅｐμ０１４ｅＥｐμｏｚ　ａ-ｎｐである。オリーブ油が攬拝などで息と混じると白くなる。生殖液が白い
のをそれと類比的に論じている。そしてオリーブ油或いは一般に油性のものの場合，息が空気に換
置されている。生殖液の場合，熱い息が空気に，空気は息に置き換えられ，更に息は熱い空気だと
されている。
　では，なぜアリストテレスは，オリーブ油の場合も生殖液の場合も一貫して空気なり息，熱い息，
熱い空気いずれか一つで通さなかったのか。それは，一方ではオリーブ油という非生命体の場合で
あれ，生殖液という生命体の場合であれ，濃いとか白いという現象を説明するだけであるならば，
その原因を空気なり，空気と換置されうる息でもって一貫することができたであろう。しかし，一
方はオリーブ油の白さであり濃さである。他方は生殖液の白さであり濃さである。したがって，そ
の原因としての息や空気も，一方はオリーブ油の息や空気であり，他方は生殖液のそれらである。
したがってそこに違いがなければならない。その違いを生殖液の場合には，熱い息，熱い空気とい
う呼び方でアリストテレスは表言しているものと思われる。しかし逆に，その違いが断絶したもの
でないことを表わすために，熱い息は空気と言い直され，熱い空気は息と言い直されているのだと
考えられる。ここにアリストテレスのこの表言を通して，いずれか一つのものに断定しかねている
アリストテレスの判断の揺れを見ることができる。その揺れは，生命と非生命との区別を認めつつ
も，そこに或る種の連続性を彼が感じていることの現われであると考えられる。その連続性に言及
している二つの箇所がある。『動物部分論』68P 10 以下で，ホヤはその本性の点で植物とあまり異
ならないが，海綿となると殆んど植物同然であることを述べた後で次のように言っている。「とい
うのは，自然は無生物から，生物ではあるが動物ではないもの<i. e.植物＞を経て，動物に到るま
で連続的に変化しているので，お互いの一方が他方に接近していることによって，その違いはわず
かであるように見える。」これと殆んど同様のことが，『動物誌』588'4以下にも見い出せる。
　或いは，このよう揺れは，われわれが後に触れる自然発生説との関連で言われる言葉，「万有は
霊魂で充ちている」（に）ｅGen. Anim｡762'21)という思想の反映であろうか。
　IX　生来のプネウマの働き
生命的な熱は主として同質体の形成という観点から調理の作用を司るものとして見られているのに
対して，生来のプネウマは霊魂のより高次な働きである場所的移動や感覚と関連させられている。
ペックはそのプネウマをthe physical vehicle par excellence of ９以力と言っている。では生来の
プネウマは身体におけるどのような働きと関係づけられているのか。
　　（ｉ）すでに引用したように，肺をもっている動物では肺呼吸によって外からの空気で冷やさ
れるように，肺をもっていない無血動物は生来のプネウマで冷やされる（Ｄｅ Ｐａｒt.Ａ几訟668｀33－
669" 5)。したがって体温を調節するものとして働く。また，無血動物や昆虫などのように，外から
空気をとり入れない動物にとっては，有血動物の心臓に相当する所で生来のプネウマが上下し，そ
れらの動物の有する力を造っている。また，知のある昆虫などが動く時ぶんぶんいうのは，･そのプ
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ネウマが横隔膜に突き当たるからだとされている(Par. Nat. 456‘11 -24, 475'7-9)。また，生
来のプネウマは心臓の傅動をなさしめ，呼吸をなさしめる(Ｄｅ Gen. .4rti7n.781"23-25)。
　　(ii)生来のプネウマは感覚の成立に関係づけられる。呼吸せず，したがって鼻孔を有ってい
ない動物は生来のプネウマで勾いを感じるのであり(Def?ａｒ£｡Ahim.‘659'16-17),呼吸し，心臓
を有っている動物の場合，「嗅覚と聴覚の器官は外気と接している通路であり，生来のプネウマで
充ちていて，心臓から脳髄のあたりまで伸びている血管の所で終っている。」(De Ge几｡Anim. 744‘
1-5, cf.781" 23-25)アリストテレスの場合，最後的に感覚を司るのは心臓であ｡る。ペックも言う
ように，空気が聴覚器官や嗅覚器官と対象との媒介をなすように，生来のプネウマほ心臓とそれら
感覚器官の媒介をなすと考えられている。
　　(iii)感覚の成立条件のーつとして捉えられてい’る生来のプネウマはまた，感覚の成立によっ
てもたらされる欲求や忌避の対象との関係におけるわれわれの動作とも深いつながりをもっている。
『動物運動論』第10章全体において詳しく見ておくことにする。この引用部を仮りにＡとする。
　「運動の原因を述べる説明によると，欲求は中間のものであり，中間のものは動かされて動かす
のである。また，有魂な物体<i. e.動物＞のうちにはそのような中間的な物体がなければならない。
ところで動かされはするが，しかし本来動かすのではないもの<i. e.動物の身体＞は他のものに属
する力に応じて作用をこうむることができる。しかし動かすものは何らかの能力なり力をもってい
なければならない。しかるに，すべての動物は明らかに生来のプネウマをもっており，それによっ
て力あるものである。………この生来のプネウマが運動め始源としての魂に対する関係は，関節の
中にある点，つまり動かしも動かされもする点が，不動なるものに対するのと同様である。そして
運動の始源は或る動物には心臓のうちにあり，或る動物に･とっては心臓に相当するもののうちにあ
る。それゆえに，生来のプネウマも明らかにそこにある。……＜生来のプネウマは＞動かしうるも
のであり，力を提供するものであることにかけては，明らかにうまい具合になっている。そして運
動の働きは押しと引きである。したがって，その道具は伸びたり縮んだりすることができなければ
ならない。そして生来のプネウマの本性はそのようなものである。というのも，それは強制される
ことなしに縮んだり拡がったりし，また同じ原因によって引いたり押したりする能力をもっている
ものだからである。そして，生来のプネウマは火的なものに較べたら重さをもっており，火的なも
のに対立するものに較べたら軽さをもっている。そして質的変化をしないで動かそうとするものは
そのような性質のものでなければならない。というのは，自然的な諸物体は優勢であることによっ
て相互に支配するからである。即ち軽いものは重いものによって負かされると下方へ行き，重いも
のは軽いものによって負かされると上方へ行くようにである。」
　この引用を基に，他の所で述べられていることも参考にして，身体の運動における生来のプネウ
マの役割を考えてみることにする。引用の最初の所で，欲求は中間のものとして捉えられている。
動かす，動かされるということとの関係で，欲求の前後を埋めてみるならば。
　　　欲求（忌避）対象一欲求一→身体
ということになる。この三者の関係を，他の所を参考にしながら埋めていくことによって，生来の
プネウマが身体の運動の成立過程でどういう位置を占めているかが明らかになる。以下の幾つかの
引用は，『動物運動論』第６～８章の範囲からの引用であり，仮りにＢとする。
　「運動の最近の原因は欲求であり，欲求は感覚なり表象なり思惟を通して生じて，動物は動くこ
と，為すことへ衝き動かされるのである。」（70P33－36）これによって
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が得られる。ところで，自動人形( za ahxouaTa)などの場合であれば，巻きっけてある糸など
解かれたり，木がぶつかったりすると，ひとりでに動き始めるのであるが，動物の場合も腱や骨と
いった，自動人形の巻き糸や木に相当する器官が解かれたりゆるめられたりすると動くのである。
しかるに，自動人形が動く場合，質的変化はないのであるが，動物の場合には質的変化が生じるの
である(701'2-10)。「というのは，諸々の感覚は直ちに一種の質的変化としてあるからであり，
しかるに,表象や思惟は事物がもたらすのと同じ力をもっているからである。なぜなら或る仕方では，
快よいものや恐しいものについての思惟された形相は，それぞれの事物と同じような形相のもので
あり，それ故，人々はただ考えただけでふるえたり恐れたりするからである。そるらはすべて情動
であり質的変化である。」（701｀17－23）「追求されたり忌避されたりするものについての思惟や表
象には必然的に熱や冷えが伴なう。」(701" 34-35)以上によって
ｕ(ａ)ｎべｒｅ≒シン・禦;ぎ
を得る。そして，身体の「諸部分は熱のゆえにふくらんだり逆に冷のゆえに縮んだり，また，質的
変化をすると同一の部分が大きくなったり小さくなったり形を変えたりする。」(701'13-16)或い
は，身体，とくに心臓のあたりや器官的部分の始源のあたりは，熱や冷によって固形から液状へ，
またその逆に変化したり，硬から軟へ，またその逆に変化する(702‘7－10）。このことを考慮する
なら，
欲求（忌避）対象く警ｅy
　　　　情動による　　　部分の大小つ
熱や冷え　‾゛その他質的変化‾‾゛運動
を得る。
　以上，ＡとＢ部のうち，Ｂ部は『動物運動論』第６～８章に述べられていることを中心に，場所
的運動の成立する過程を辿ってみたものである。この成立過程においては，生来のプネウマは一度
も用いられていない。あたかも，生来のプネウマなしでも動物の場所的運動が成立するかの如くで
ある。
　しかし，すでに引用したように，Ａ部，つまり同書第10章ではじめて生来のプネウマが用いられ
て，改めて場所的運動の成立する過程が簡単に描かれている。それによると。
　　　欲求（忌避）対象一欲求一生来のプネウマ一肢体の運動
という仕方で捉えられている。
　第６～８章における運動成立の図式と第10章におけるそれとの違いの故に，第10章は後の人の挿
入によるか，或いは『動物発生論』や『動物部分論』における生来のプネウマの演ずる役割の重要
性に鑑み，アリストテレス自身，第10章を後に挿入したのではあるまいか，という疑問も成立する
と，ナスボウムは言っている。そしてナスボウムは，アリストテレス哲学における質料説や四単純
物体のみでは身体の複雑な運動を説明できないことを理由に，第６～第８章の運動成立過程におい
て，生来のプネウマは必要なのだとする。われわれもその見解に従う,ことにする。
　では，生来のプネウマはどの位置に来るのか。アリストテレス自身は何も述べていない。第10章
で生来のプネウマは，質的変化をしないで膨張したり縮んだりすると言われていることを考慮する
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と，熱や冷の直前に位置するのかも知れない。また，生来のプネウマは道具として働くのであれば，
感覚や表象，思惟及び欲求の直後にあり，熱や冷め直前にあるとするのがようかもしれない。した
がって，
ｕ(ａ)ｎべてな つ生来のプネウマ一一情動?こよる　　　　　　●　　　　　　　熱と冷 →
　　　　　:2;;;;の一四肢の運動
となる。
　生来のプネウマのこのような働きは心臓のあたりで起こる。しかしそれはわれわれには感知され
ない。始源の所で起こる働きはたとえ小さくとも，それが末へ行けば大きな働きを惹き起こす（70
1'24)のである。
　　(iv)生来のプネウマと生殖との関係
　生殖液の白いことが生来のプネウマとの関係で解明されていることはすでに述べられた。また，
われわれの身体の場所的な運動が霊魂（欲求や思惟，表象）と身体とを媒介するものとしての生来
のプネウマに関係していることが，今，上に述べられた。霊魂と身体との媒介をなすそれはまた，
雄生殖器の勃起とも関係づけられている。ミカエロスを参考にして『動物部分論』689*30を読むと，
雄の生殖器が伸縮するのは，心臓あたりにある生来のプネウマの膨張と収縮に依存している。また，
雄の生殖液の体は湿った本性をもっているので，雌の中へ射出されると解体し，プネウマになって
しまう（Ｄｅ Gen. Ａｎｉｍ.737‘11－12）。この場合のプネウマは，生来のプネウマなのか，空気なの
か，吸気としての息なのか不明であるが，ともかくに生来のプネウマヘの連想が働いていると思わ
れる。
　（ｖ）生殖液の体を構成している生来のプネウマ
生殖液の体を構成しているプネウマは本来天上的なもめである。次のように言われている。「と
ころで，あらゆる霊魂の能力は，いわゆる諸元素といわれるものとは異なった，もっと神的な物体
に与かっていると思われる。そして，諸々の霊魂は尊いと尊くないということによって互いに異なっ
ているように，そのような本性<i.e.神的な物体＞も異なっている。というのは，すべてのものた
ちの精液の中には，精液を生殖力あるものとするところの，いわ,ゆる熱いものが内在しているから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰである。それは，火とか火に類した能力ではなくして，精液や泡のようなもののうちに取り込めら
れたプネウマ，つまり，プネウマのうちにある実質であり，星たちの構成要素に似ているものであ
る。」(Ibid、736'29-737･1）
　ここで言われていることは，ピロポノスの注釈の助けを借りて理解されると思われる。アリスト
テレスは，上の引用に先行する箇所(736‘24-736'29)で，霊魂の諸能力一一-したがってまた生
物-の分類を行なっている。栄養摂取能力，感覚能力，思惟的能力及び知性である。これら四
能力のうち，前三者はわれわれの身体と結びついており，したがってまた，われわれが個体として
成立する以前には，例えば，雄の生殖液の場合には，そこに可能的に内在している。知性のみがわ
れわれの身桟或いは生殖液と結びついていないで，外からやって来る。そのような知性はいわゆる
「外からの知狸」( 0 OupaOei･回恥）である。
　そこで，「外からの知性」を除外して考えると，前三者は相互にどういう関係にあるのか。アリ，
ストテレスの基本的な考え方なのであるが，上位の霊魂の能力を有っているものは下位の能力も有っ
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ている。しかし下位の能力を有っているからといって上位め能力を有っているとは限らない。例え
ば思惟能力を有っているものは感覚能力も栄養摂取的能力も有っている。
　以上のことを前提にして上の引用文の解釈に移る。栄養摂取，感覚，思惟という霊魂の三つの能
力は，月下の四単純物体とは別な，もっと神的な物体に与かっている。そしてこれら霊魂の三つの
能力にはｰしたがって，植物と動物と人間，植物の生殖液（？）と動物のそれと人間のそれｰ
には一賎の相違があるように，それらの与かっている神的物体にも相違がある。神的物体とはアイ　　恩　　　　
‥‥
テール（?θ加）に似たものを指す。アイテールはその本性の点で円還的に動き，不生不滅で量
や質的変化をしない点では同じものであるが，恒星天から月天に到るまで貴賎において位階の相違
　　　岐64　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　　｡
がある。ところで，アイテールに位階の相違があるように，アイテールに似た物体にも相違がある。
したがって，霊魂の三つの能力も，アイテールに似た物体に与かってはいるか，その能力の相違に
応じて，与かっているアイテールに似た物体の位階も異なる。下位の能力は下位のものに与かり，
上位の能力は上位のものに与かる。
　植物，動物，人間など，すべてのものの精液（種子）の中には，それを生殖能力あるものとする
ところの，いわゆる熱いもの（θ印μ＆ﾉ）が内在しており，それは火や火に類した能力のものでは
なくして，精液（種子）や泡のようなものに取り込められている「プネウマ，つまりプネウマの実
質」（πνεぶa Kai v iu T(oπU£VlμａてI　９ｕｏtｃ）であり，星たちめ構成要素であるアイテールに
似たものである。そして，そのような熱いものであるプネウマの熱は，霊魂的な熱（θＥｐμみてη･ｃφ-
　　　　　　　注S5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●
,ﾉχzμ）であり，それは太陽やその他の星々の熱に似た（aνdλ。７ｏ）熱である。，
　それぞれの種類の霊魂は，天を構成しているところの，位階のあるアイテールに似た，そしてそ
の位階に対応した神的物体であるプネウマに与かっており，そのプネウマのうちには，霊魂的な熱
（＝自然的な熱，生命的な熱）がある。このようなプネウマがそれぞれの生物の精液に内在して
いる。
　われわれはここで，先の節で問題とした生命的な熱の由来を知ることができる。それは，アイテー
ルに似た物体の内にある熱であり，太陽や星たちの熱に似た熱なの｡である。
　では，アイテールに似た当の神的物体とは何か。アリストテレス自身これには明確に答えてい
ない。
　　(vi)生来のプネウマと身体の分化
　胎児の諸部分の分化はプネウマを用いてなされる。発生において動物の諸部分力扮化されるのは，
或る自然学者たちが言うように，母親の吸う息や胎児の吸う息によってで｡はなくして，プネウマに
よってであるとされている(Ibidご741'37-742'16)。この場合，プネウマは明らかに生来のプネウ
マを指している。なぜなら胎児は肺で息をする前に，肺が分化しているからであり，また卵なども
親を離れて卵の中で分化するからである。プネウマは諸部分の分化の道具として用いられるのであっ
て，分化せしめるものは，諸部分を作るピュシス（自然），つまり栄養摂取的生長的霊魂である。
諸部分は質料（雌の提供する月経液或いはそれに相当するもの）のうちに可能的に分かれていて，
栄養摂取的霊魂は，プネウマを用いて現実的に分かれたものとするのである（Ibid.741'7-15)。
　また，男も女も年頃になると陰部や胸が分化しようとして膨れ上って来るが，これも生来のプネ
ウマを用いてなされるのである（乃id. 728'21-32)。
　　(vii)生来のプネウマは身体のどこにあるか
　このことについてアリストテレスは明確なことを述べていない。主として心臓のあたりにあると
するものが彼の見解である。ピロポノスは，肉や他の諸部分すべてにとじ込められていなければな
94 高知大学学術研究報告　第37巻(1988)人文科学
－
らないとする。プレウスは次のように言っている。「プネウマはアリストテレスが普通言う意味で
は，受精後の生長しつつある有機体のいかなる部分ともならないのである。なぜなら，プネウマは
解剖学的な検査によって区別される同質体でもなければ，非同質体でもないからである。一般にア
リストテレスは，プネウマは生体の或る部分には多くあり或る部分には少なくあると考えているよ
うだとは言え，解剖学的な検査ではプネウマの特定の場所なり貯蔵器官を見い出していない。しか
しプネウマは有機的組織体のうちにあるという意味では，生長しつつある有機体の部分となるので
ある6プネウマは有機体のどの部分にもあり，プネウマの入っていくところの合成体とは区別され
るのである。」
　　(m)道　　　具
　自然はプネウマを道具として様々のことをするが，それは丁度，技術がハンマーや鉄床を道具と
していろいろなことをすることにたとえられている(Ｄｅ Ｇｅｎ.Ａｎｉｍ.コ89"-12)。このことは，
栄養摂取的霊魂が生命的な熱を道具としていろいろなことをするのと同様である。生命的な熱の場
合には，主として同質体の形成や調理というように，生体における質的な変化と結びつけて考えら
れているのに対して，生来のプネウマは上に見て来たように，もっと高次の運動，場所的な運動と
結びつけて考えられている。
　χ　自然発生について　　　　　　　　　　　　　　こ
　アリストテレスにおいては，動物であれ植物であれ，雄と雌が発生の原理である。このような原
理に依らずに生れて来るのがひとりでの発生，つまり自然発生である。
　先に，生来のプネウマについて述べた所で指摘しておいたように，アリストテレスにとって生命
的な熱は生来のプネウマに内在しているものであった。彼の自然発生説は，その生命的な熱を内包
している生来のプネウマによって成立している。次めように言われている。「土の中には水があり，
水の中にはプネウマがあり，すべてのプネウマのうちには生命的な熱があるがゆえに，動物や植物
は土や湿ったものの中に生じるのである。したがって或る仕方では，万有は霊魂（如Ｘ航生命）
に充ちているのである。それ故，プネウマが或るものに取り込まれると，すみやかに＜生物は＞形
成されるのである。そして物体状の流動物が温められると，プネウフはそれに取り込まれ，泡状の
ぶっぶっが生じるのである。」（ＤｅGen. Anim. 762‘18ニ24）
　生殖液の白い原因を述べて，アリストテレスはそれをプネウマに帰していた。そしてすでに見た
ように，プネウマはアイテールに似た物体であり，そのうちに太陽や星々の熱に似た生命的な熱が
内在している。そのようなプネウマが自然発生の場合にも，物体状の流動物に取り込まれて生物が
生じるのである。これが自然発生の基本的な構造である。しかしその構造をもう少し詳しく見てお
くことにする。
　殻皮類のように，ひとりでに生れる動物の場合，胚子が成立するための素材は，環境における時
節の熱が調理して形成しｰその素材は，雌雄の原理から生れる動物の場合の，雌親に由来する
質料に相当するｰ，全体的な霊魂的な熱から(anb TTJc aλ竹φ政ａ恥θερμ○てTIてｏｃ）分離され
切り取られて，プネウマのうちにとじ込められた部分的な霊魂的熱が胚子を作り運動を与えるので
ある(cf. /bid. 762'16-18)。ピロポノスの注釈を参考にすると，自然発生する胚子において，雄
に相当する原理の役を果たすのは，プネウマのうちへと全体的な生命的な熱から部分的に切り取ら
れ閉じ込められているものである。生命的な熱は全体的なものとしてあり，自然発生する動物はそ
の一部を取り込むのである。　　　　　　　　　　　　　　ｙ
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　生殖液の場合には，生来のプネウマのうちには，すでに生命的な熱が内在している。しかし，自
然発生するものの場合には，プネウマが生命的な熱を取り込むという仕方で，雄に由来する生殖液
に相当する原理が成立する。
　では，そのようなプネウマを取り込む素材はどういうものであるか。アリストテレスはそれを，
腐ったものであるとしている。
　　（ｉ）腐ったもの，腐り
　では，腐るものとはどういうものであるか。また，腐りとはどういうことか。 一-般に個々のもの
は作用者である熱と冷か，受作用者である湿と乾とを限定するという仕方で成立している。「固有
の熱」ということを述べるに当ってすでに引用した文（Ⅲ，（Ｖ）参照）をもう一度引用しておく。
「熱と冷は濃くしたり凝固させたりして自分たちの仕事を行なっているのである。これら熱と冷と
によって作られるということの故に，すべての物体には熱が内在しており，熱を欠いている限りに
おいて或るものたちには冷か内在しているのである。したがって，熱と冷は作用するということの
故に，＜物体＞にあり，湿と乾とは受作用するということの故に＜物体に＞あるので，合成体はす
べてこれらに与かっているのである。」（Ｍｅtｅｏｒ.384" 25-30)
　このように物体が物体である限り，作用者たる熱一熱の欠如としての冷も含めてｰが内在
していることによって成立している。したがって，一般に合成体について「消滅が起こるのは，限
定されているものが，その限定されているものを取り囲んでいるもののゆえに，限定しているもの
を支配する場合である。」(Ibid. 379‘11－12）ここで言われている消滅は前後関係から腐りと解さ
れてよい。消滅は腐りへの過程(Ibid. 379‘4）だからである。全体の文意は次のごとくである。個々
のものはそれに内在する熱が湿と乾とを支配することで限定されたものとして成立している。しか
し，その限定されているものを取り囲んでいる周囲の熱，つまり環境の熱が優熱であると，当のも
のに内在して限定している熱を弱めるか滅ぼす。すると，限定ざれているものである湿と乾が周囲
の熱の助力を得て，内在している熱を支配し，腐りが成立する。
　したがって一般に，腐るものとは熱が内在していて，湿と乾か限定されて成立している物体であ
る。したがって，土も水も空気も腐るのである。（Fbid.379‘14）。この場合の土や水，空気とは，
単純物体としてのそれらではなくして，われわれが日常経験するものとしてのそれらであろう(cf.
ＤｅＧｅ几，ｅtＣｏｒｒ.330'21)。そして腐りは，ものに内在していてものを成立せしめている熱が環境
の熱によって支配されることによって生じる。
　　(ii)自然発生の構造
　以上のような仕方で成立する腐ったものに生命的な熱が取り込められると，自然発生が起こる。
この事情は次のように述べられている。「Kal C<oa ETT」γａΓα，ｒ。Zc。7π。μら。zc-∂■ｒ（血と
ａπｏｉｃｅｉｃｐtμ＆砂θ印μozTiza<pva。c加ouaav avi'Lazavai　「a eKicpiθ＆「α」（Ｍｅ£ｅｏｒ.379｀6－
8）。オクスフォード訳では「動物も亦，腐ったものの中に生じる。なぜなら，追い出された熱は自
然的な熱なので,その熱と一緒に投げ出された微粒子たちを組織するからである」となっている。
この訳はアレクサンドロスの解釈に沿ってなされていると思われる。彼は次のように言う。「腐っ
たもののうちには或る種の動物，例えば姐虫やブヨや蚊なども生じる。なぜなら，腐ったものから
切り離された熱は自然的な熱なので，その熱と一緒に放出された物体は，まだ或る程度の湿り気を
もっている場合には，その熱で組織されるからである。」
　下線を付けたて･ｎｖ ａ７ｒoiceicpiμｅｖTjｖ　ｄｅｐμＯてηてａをこのように「腐ったものから追い出された
熱，或いは切り離された熱」と解するこれらの解釈は難点をもっている。なぜならすでに見たよう
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に，腐りは，物の有っている固有の熱なり自然的な熱が追い出されることによって成立するのであ
るが，彼ら｡の解釈によると，その固有の熱が，その熱と一緒に放出された物体を組織することによっ
て自然発生するものが生れて来ることになるからである。すると，例えば肉が腐った場合，肉を成
立せしめている固有の熱が肉から出て，その熱と一緒に放出された微粒子を再び組織するのであれ
ば，腐った肉から肉が生じることになる。しかし実のところ，腐った肉からは姐虫が生じるので
ある。
　ｒ辰ａπａａμμ＆砂θερμ○て71てａは，ものが腐ってそこから分離された固有の熱なのではな
い。自然発するものを構成する動因について，「霊魂的原理から切り取られてプネウマのうちに閉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-じ込められたもの或いは分離されたものが胚子をつくり運動を与えるJｒa∂' hvanoλαμβan-
／　　　　Ｓ　ウ　　　　／　　　　　５　　，　　タ　　　　　　”　　・　　　”　　５　，　　/　　　　　　～　　ゝ
OμεvouηαπOKOCVOμεvovεν　叩πレεひμαΓ£　て77Cφ1ﾉχりc肛αρχ肛んび77μα　πＱ£ε£　ｘα£
肩1ﾉ加cu hvxidηc,zν（Ｄｅ Gen.Ａｎｉｍ.762'16-18)と言われている。ここにaπOKPIVOμ９-
ｏνと言われている。つまり，霊魂的原理（φリχCKT] apχう＝φひｘtＫｒi　ｅ印μ○てηＣ霊魂的窯）か
ら切り取られた熱なのである。その熱は，丁度，水槽から手桶に水を吸み取るように，全体的な霊
魂的な熱（臨ろｒ恥5λ77C (puμ/ｄｋθερμ○て刀てｏｃ）から切り取られるのであぶ:
　以上のことを考慮するなら，最初に挙げた原文は「動物も亦，腐ったものの中に生じる。なぜな
ら＜全体的な生命的な熱から＞切り取られた熱は，自然的な熱なので，腐ったものから分出された
物体を組織するからである」となる。‘
　自然発生の構造はしたがって次のようになる。（1）ものはそれに内在する固有の熱をもって成立し
ている。（2）その内在する固有の熱は，環境の中にあるもっと大きな熱（太陽の熱）によって弱めら
れる，或いは滅ぼされる。（3）すると，そのものは，そのものを成立せしめている固有の熱がそのも
のに内在している湿を支配できなくなるので，腐る。（4にの段階において，環境の熱は，その当の
ものを調理しているのである。その調理され，腐っていくものは，雌の月経液に相当し，胚子の素
材となる。（5）その素材の中へ，全体的な霊魂的な熱か｡ら，その一部が取り込まれる。（6）その取り込
まれた熱は自然的熱なので，素材を支配し組織することによって胚子が成立する。これが自然発生
である。
　　(ｉ)自然発生するものの種類
　では自然発生するものにはどういう生物があるかo (a)腐った土とか排泄物から生れるもの(lb吐
715‘25),葉の上に落ちた露から生れるもの(His£.
i4raim. 551'l-2),動物の毛や肉の中に生れる
もの(Ibid. 55V 5-6), (b)昆虫のうちの或るもの(Ｄｅ Ｇｅａ.　Ａ几im.　1IS'?),(c)植物のうちのヤドリ
木(/6id. 715" 30), (d)/ミ，ハエ，カブトムシ，ブヨ，蚊及びこれらに類するもの(Ibid. 72V 8-
10). (e)貝類のすべて(Ibid. 763‘25-26), (f働物の体における寄生虫(Hist. Anim. 539^ 24-25),
(ｇ)ボラなどのような或る種の魚(Ibid. 569‘10-30).㈲うなぎ(Ibid. 570r 16)
　XI　自然発生からの類推
　雌雄の交合によって生れる動物は，常にそのようにしてしか生れないのである。人間もその通り
である。しかしアリストテレスは自然発生ということを念頭に置いた上で，或る人々が主張するよ
　　　　　　　　　　　●　●　●　丿達s7うに，人間も仮りに大地生れ，つまり自然発生であるとしたなら，々ボラの一種とか他の川魚やう
なぎのように，姐虫として発生したに違いないとしている。次のように言う。「それゆえ，人間や
四足獣の発生にっいても，もし或る人々の言うように大地生れめものとしてかつて生じたのである
とするならば，次の二つの仕方のうち，一方の仕方で生じたのでなければならぬと人は解するだろ
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う。つまり，最初は姐虫が形成されて，それから生れたか，或いは卵からである。というのは, (a)
自らのうちに生長するための栄養分をもっているか(そしてそのような胚子が姐虫である), (b)或
いは外から摂るかでなければならず，また，外から摂る場合には，(イ)産んだものから摂るか，圖胚
子の部分から摂るかである。したがって(b)の(イ〉が不可能ならば，つまり，動物の場合母親から栄養
分が流れて来るように，大地から流れて来ることなどありえないとすれば. (b)の(口)，胚子の部分か
ら栄養を摂るのでなければならない。そして，そのような発生をわれわれは卵からの発生と言って
いるのである。ところで，すべての動物には，発生の始めがあったのなら，これら二つの仕方＜i.
e.(a)と(b)の向＞のうち，明らかにいずれかであるのが理に叶っている。しかし，卵から<i. e.(b)の
圖＞とするのは根拠薄弱である。というのは，いかなる動物についてもそのような発生をわれわれ
は観察してないが，すでに語られた有血動物についても無血動物についても，他の発生＜i.e.(ａ)＞
をわれわれは観察しているのだからである。｣(De Gen. Å几面｡762'28-763'7)
　アリストテレスは自然発生する動物が実際にあると考えている。また，たとえ仮説であるにせよ，
人間や四足獣が自然発生するとしたならば，他の自然発生する動物の場合のように，姐虫として発
生するのでなければならないと推理している。この点でアリストテレスは，｢万有は霊魂に充ちて
いる｣(Ibid. 762‘21)と考えている。そして，このような世界把握において，彼はタレスと同様で
ある。また，タレスが｢万有の始源は水である｣とした理由をアリストテレスは生命との関連で捉
注69　　　　　　　　　　　　　　　　　　腫70
え，且つ，タレスを哲学の始祖としたのはアリストテレス自らの哲学的立場の表明でもあったので
ある。
注 記
1･　j)ｅPart. Anim. 646" 12 ff
2　に沁Ｇｅ几｡Anim. 743‘37
3　cf. H. H. Joachim:Aris£ｏ£le, On Corning-£0-be and Passing-aωay. 01ms, 1982, P. 199
4　後に項を改めて述べる筈の厳密な意味での混合物ではなくして，もっとゆるやかな意味で単純物体に対
　立させられている。 cf.Joachim, op. cit. P. 217
5　Cf. Joachim,叩.ｄ£. p. 217
6　Me£eor. 389'7-9,尚Meteor.のテキストii F. H. Fobes:Aris£ｏ£elis Me£eoroloがｃ・rum Libri
　砺α££uor,01ms, 1967,を使用
Ｉ　Ｐｈｙｓ･226'23, 231" 18
8　Philbponos:In Aristo£elis£ibros De Genera£ione e£Corrup£io几ｅCmmentaria, p. 131.
9　Cf. Joachim,ｏｐ.ｄ£. p. 147
10　De Ge几，ｅtＣｏｒｒ.323‘22-25　　　　　　　　　'
11　乃id. 323‘28－30
12　Philoponos, op. ci£.p. 151～152
13　De Ge几. ｅtＣｏｒｒ，第１巻第９章
14　Joachim, op. cit. P. 172
15　例えば火が木を燃す場合，火は存続し，木は滅びる。 Cf. Philoponos, opヽcit.p. 189.
16　に)ｅGen. ｅtＣｏｒｒ.327'27-31
17　Philoponoｓは混合の定義を｢同じ質料をもったものたちの相互への作用｣としている。ｏｐ.･ｄ£.Ｐ｡
　197
18 Joachim,ｏｐ. cit.P. 242
19 C. J. F. Williams:Ａｒｏｓtｏtle'ｓＤｅＧｅｎｅｒａｔｉｏｎｅｅtＣｏｒｒｕｐtｉｏｎｅ,p.176
20　傍点を付けた｢かのものたち｣が何を指すかに関して諸家の見解は分かれる。Williams或いはPhilo-
　ponosは｢他のものたち｣，つまり同質体を指すと考えているが，そのように解するのが適切だと思われ
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　る。 Cf. Williams, opヽcit. P. 176- 7
21　Joachim,　ｏｐ. cit. p. 241
22　アリストテレス哲学において極めて重要な役割を果たす根本的な命題が，しばしば帰納によって得られ
　る，とすることに関しては，拙論「アリストテレス哲学におけるヒュポテシスのニー考察」（『文化と哲学』
　第５号，静岡大学哲学会）参照
23　Meteor. 378'12-20
24　お湯のこと。つまり湿ったもののうちにある火＝湿ったものの内にある熱(Alexandros:In. Ｍｅtｅｏｒ-
　ｏｌｏｇｉｃｏｒｕｍＬｉｂｒｏｓＣｏｍｍｅｎtａｒia,p. 191)　　　　　　i｀
25　外からの熱ということでアリストテレスは火を考えていることはAlexandrosの指摘する通りである。
　Cf. Aleχandros, op. ci£.p. 196
26　cf. De Gen. Anim. 743* 20　　　　　　　　　　　　‘
27　Alexandroｓ,　ｏｐ. cit. P. 186
28　Cf. De Gen｡Anim. 732' 32, 748' 26, 766" 35, 776' 34, 786" 11 Par.Ｎａt. M0'22, 466' 32 De Motu.
　Anim. 650" 14. A＆£eor. 380" 20, 22, 32
29　拙論「アリストテレス哲学におけるピュシス概念とそれの形而上学的諸問題への浸透について」（「文
　化と哲学」第３号，静岡大学哲学会）参照
30　Par. Nat. 473‘9 j）ｅGen. Anim. 739' 23　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　へ
31　に）ｅ　Ｇｅｎ，Ａｎｉｍ.｡732‘18，739' 11，752‘2, 755‘20, 762- 20
32　ヱ::)eAn｡416'
33　Afe£eor. 355' 9
34　乃id. 379' 34
Ｓ　Par.Ｎａt. 469' 7
36　Afe£eor. 379‘17， 379" 18　　　　　　　　　　　　　，・
３Ｉ　Par.Ｎａt- ４７４＊12
J∂　Ibid. 473" 4
39　ひとりでに生じるもの（綸α&ｒ。μ（ＺてωＣＴtΥν○μ９α）即ち自然発生するものについては，Ｘでと
　りあげる。
40　Cl.De Gen. Anim. 740' 30, Ｂｅ Ｐａｒt，Ａｎｉｍ.650"5-6, Par. Afaf. 466'32　　　　　　　　・
41　A. L. Peck: Aris£ode. GeneΓα£ion of Animals, (Loeb) Appendix Ｂ, (13), note
４２　Peck, op. ci£.Appendix Ｂ，(24)
43　Textは, M. C. Nussbaum:Aris£ode's にleMo£u Animalium, Princeton Ｕ. p.1978を用いる。
44　Michaelos:Ｉｎ Ｌｉｂｒｕml:)e Animalium Mo£ione Commentarium, P. 127
45　Michaelosによると腱や筋肉, op. cit. P. 119
46　Nussbaum, op. ci£.p. 146
477　Ibid. p. 146-164
48　Michaeloｓ,　ｏｐ. cit. p. 88
49　Preusは「生殖液がそれへと変ったプネウマは有機体｀からは区別されえないので，有機体のうちには
　見い出されえない。プネウマは同質体のうちへ入って行き，それ‘ら同質体に形を与え，その形を維持し，
　非同質体に形を与え，非同質体の活勁に形式を与える」としている。 cf. A. Preus:Ｓｃｉｅ几ｃｅａｎｄＰｈｉｌｏ-
　ｓ叩九y in Arts£ｏ£le'sBioloがcal Works, P. 78
50　これは明らかに生来のプネウマである。
51　Philoponoｓ:1几Ｌｉｂｒｏｓ Ｄｅ Ｇｅ几ｅｒａtio几ｅＡｎｉｍａｌｉｕｍ,Ｃｏｍｍｅｎtａｒia,p. 82-86
52　乃id. P. 84　ここに思惟的能力について，及び思惟的能力と「外からめ知性」との違いについてピロ
　ポノスの言うところを記しておく。思惟的（∂zむ・JlXLKri)能力は論理的・算段的（λＯＴtlt-T)）能力と
　も言われ，その対象の区別にしたがって，Ｅthi-Ｎｉｃｏ. 1139･８以下に言われているように二つに分かれる。
　（ａ）実践的な事柄，他のようでもありうる事柄に関わる能力は，実践的知性（７でｐａＫでticoc一1ﾉ。恥），臆見
　的知性（∂ｏＥａａｘticbc。０ｋ），思案的知性（βｏλεμ･/COf S/。5c）と言われ，（b）永遠的必然的なも
　のに関わる能力は知的知性（επt（７て71μｏ以Ｋ臨。ｏｕｃ），論理観照的知性（θεωρηziKOi; l,。5c）とい
　われる。
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　　このように, (a)のものも（b）のものも知性(vouz)と言われる｀のであるが，これらは身体と共にある。
　これらはわれわれが学んだり実践したりすることから得られる所有状態（４に）を受け容れる能力であ
　る。そして現実的に学んだり実践することからその所有状態が得られる。このように, (a)のものも（b）のも
　のも知性といわれるが，「外からの知性」とは異なる。「外からの知性」は最善にして最も完全なもの
　（ap･（7ｒのj K.a＼ OtLOZαΓ・νΓiλ。Ｃ）であるが，前者は最美な完全なもの（ｄλλlaz・lﾉ１£λoC）である。
　　尚，「外からの知性」ということでピロポノスは, De Anim.「, cap. 4以下，及びＭｄ．」. cap. 6
　以下で言われているl,。5Cを考えている。
53　アイテールについて：　アイテールがどのような物体であるかは「天体論」第１巻第３章に主として述
　べられている。（1）アイテールは火水空気土とは別の第５番目の物体である。（2）それは自らの本性によって
　円環的な運勁をしている。（3）本性によって円環的な運動をしているがゆえに，宇宙の中心（大地）へ向け
　て，或いは中心から上方へ動くことはない。したがって，重さも軽さも有っていない。（4）それは生成消滅，
　量的変化や質的変化をしない。（5）それゆえ，不生不滅にして神的物体であり，永遠に亘って走っている
　ael Get I･ということから，古人たちはａtＳＴｉｐと名づけた。
54　a. Me£eor. 340' 6 ff
55　Cf.Philoponos, In De Gen. Anim. Comm. P. 86　霊魂的な熱はすでにわれわれが述べたように，
　自然的な熱，生命的な熱etc.とアリストテレスが呼ぶものである。
56　Philoponosは胎児も子宮内にあって息をするとしている。 Cf.Ibid. p. 107
57　Philoponos,乃id. P. 107
58　Philoponos,乃id. p. 107
59　Preus,ｏｐ.ｄ£. p. 77-78
60　De Gen.Ａｎｉｍ.　163'22-24
61　Philoponos, Inに)e Gen｡Anim. Comm. P. 162
62　乃id P. 162
63「Animals too are generated in putrefying bodies, because the heat that has been expelled,
　being natural, organises the particles thrown out with it.」
64　Alexandroｓ,　ｏｐ. cit. P. 185
65　Philoponos, In De Gen｡Anim. Comm. P. 162
66　Ibid:. p. 162
67「大地生れ」をPhilopouosは自然発生のことだとしている。Ibid. p. 163
68　DeAnim. 411'7-8
69　Afe£｡983' 22 ff.
70　乃id. 983'20
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